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お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

2026・3・1

　

過
去
最
高
記
録
の
更
新
が
増
え
た
。
ま

ず
は
２
月
８
日
の
衆
院
選
。
高
市
早
苗
人

気
で
自
民
党
は
３
１
６
議
席
、
単
独
で
３

分
の
２
を
超
え
る
歴
史
的
圧
勝
だ
っ
た
。

２
月
18
日
に
第
２
次
高
市
政
権
が
全
閣
僚

再
任
で
ス
タ
ー
ト
。
首
相
は
「
年
度
内
に

予
算
成
立
を
諦
め
な
い
」
と
言
い
、
予
算
編
成
を

「
根
本
か
ら
改
め
る
」
と
述
べ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
合
理
化
案
の
提
案
は
歓
迎
だ
。
１

５
０
日
会
期
は
「
国
論
を

二
分
す
る
」
政
策
論
議
だ

け
に
紛
糾
は
必
至
だ
ろ

う
。
議
員
は
着
眼
大
局
の
も
と
矜き

ょ
う
じ持
と
節
度
あ
る

態
度
で
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。
見
飽
き
た
景
色
が

新
し
く
な
り
、
楽
し
み
が
増
え
た
。

　

次
い
で
、
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
。
獲
得
メ
ダ
ル
数
が
前
回
北
京
大
会
の
18
個

を
上
回
る
22
個
（
２
月
18
日
終
了
時
点
）
と
過
去

最
高
を
更
新
。
各
種
目
で
大
健
闘
。
と
り
わ
け
視

聴
率
を
高
め
た
の
は
有
終
の
美
を
飾
っ
た
坂
本
花

織
さ
ん
、
大
逆
転
で
〝
爆
涙
〟
に
ぬ
れ
る
金
メ
ダ

ル
の
三
浦
璃
来
さ
ん
・
木
原
龍
一
さ
ん
ペ
ア
だ
っ
た
。

　

も
う
１
つ
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
税
務
調
査
で
過
去
最

高
の
追
徴
税
額
。
３
月
16
日
は
確
定
申
告
最
終
日

で
あ
る
。「
昨
年
12
月
に
国
税
庁
が
公
表
し
た
令

和
６
年
事
務
年
度
（
７
年
６
月
末
ま
で
の
１
年
）

の
法
人
税
や
所
得
税
の
法
人
の
調
査
事
績
に
よ
れ

ば
、
法
人
・
消
費
税
の
追
徴
税
額
は
前
事
務
年
度

比
６
・
６
％
増
の
３
４
０
７
億
円
。
個
人
の
所
得

税
の
追
徴
額
は
同
２
・
４
％
増
の
１
４
３
１
億
円
。

現
行
の
統
計
で
過
去
最
高

だ
っ
た
」（
産
経
新
聞
１

月
26
日
付
）。

　

Ａ
Ｉ
が
「
数
字
の
不
自
然
さ
」
を
割
り
だ
す
の

は
超
得
意
技
だ
。
か
つ
て
は
長
年
の
〝
経
験
・
勘
・

こ
つ
〟
の
３
Ｋ
で
膨
大
な
資
料
と
各
種
情
報
（
通

報
や
噂
を
含
む
）
か
ら
不
自
然
さ
を
見
抜
き
実
地

調
査
可
否
を
判
断
し
て
い
た
。

　

今
や
、
Ａ
Ｉ
は
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」。

今
後
、「
言
い
逃
れ
」
は
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

封
印
さ
れ
追
徴
税
額
は
増
加
す
る
。
記
録
更
新
は

進
歩
や
進
化
、
成
長
の
証
だ
。

記
録
更
新
は
成
長
の
証

毎週木曜日19：00〜19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中 ３月

5日  ゲスト：中村光男さん
　　　 「地域に根ざす東大阪大学」
� （キャスター：小野元裕社長）

12日  ゲスト：金岡啓太さん
　　　 「働く人が自信を持てる職場づくり支える」
� （キャスター：根岸健太郎記者）

19日  「ウクライナ最新情報」
� （キャスター：小野元裕社長）

26日  「新聞記者ＦＰねぎ蔵の小話」
� （キャスター：根岸健太郎記者）
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世
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お蔭様で50周年 一般社団法人介護総合支援センター主催

学ぼう、語り合おう、つながろう！学ぼう、語り合おう、つながろう！
令和８年  介護と福祉の勉強会令和８年  介護と福祉の勉強会

参加費　1,000 円（会員の方：無料）
申　込　090-3725-3520（北野）

会　場
　【1/17】南館 734　【3/22】５階研修室 2
　　　　エル・おおさか
　　　　大阪市中央区北浜東 3-14
　【2/21】創造支援室D2
　　　　東大阪市文化創造館
　　　　東大阪市御厨南 2-3-4

住み慣れた自宅で住み続けるために

１月17日（土） ３月22日（日）
会員勉強会

一般向けセミナー

12 月20日（土）
２月21日（土）

ディスカッションテーマ

9：30～ 11：30

ただいま新規会員募集中 !!

アクリル加工で創業 74年アクリル加工で創業 74年
小ロットもお引き受けします小ロットもお引き受けします
アクリル加工で創業 74年
小ロットもお引き受けします

〒581-0812 八尾市山賀町 4-63
TEL 072-922-1681 FAX 072-923-4879

　

60
年
ぶ
り
の
通
常
国
会

冒
頭
で
の
解
散
か
ら
投
開

票
ま
で
16
日
間
と
戦
後
最

短
、
真
冬
の
２
月
に
行
わ

れ
る
の
は
36
年
ぶ
り
と
い

う
異
例
ず
く
め
の
状
況
で

実
施
さ
れ
た
先
の
第
51
回

衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
自

民
党
の
歴
史
的
な
圧
勝
に

終
わ
っ
た
。

　
「
バ
ン
ザ
～
イ
」
三
唱
に

続
く
当
選
者
の
喜
び
の
あ

い
さ
つ
を
Ｔ
Ｖ
で
観
て
い

る
と
、「
ご
支
援
く
だ
さ
っ

た
皆
様
方
の
ご
期
待
に
沿

え
る
よ
う
全
身
全
霊
で
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

な
ど
と
い
っ
た
新
鮮
味
の

な
い
紋
切
り
型
で
の
決
意

表
明
の
最
後
を
「
～
た
い

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
　
内
田
　
治

ち
ょ
っ
と
待
っ
て

　
　
そ
の

と
思
い
ま
す
」
で
締
め
く

く
る
人
が
多
か
っ
た
。

　

か
つ
て
の
浪
花
名

物
だ
っ
た
ボ
ヤ
キ
漫

才
に
倣
っ
て
「
思
う

だ
け
か
い
。
や
ら
へ

ん
の
か
～
い
。
責
任

者
、
出
て
こ
い
ッ
！
」

と
肩
を
い
か
ら
せ
て

声
を
張
り
上
げ
た
く

な
っ
た
。「
何
ボ
ヤ

い
と
ん
ね
ん
、
も
う

ろ
く
じ
じ
い
が
。
ボ

ケ
！
」
と
甲
高
い
声

で
突
っ
込
ま
れ
そ
う

だ
が
…
。

　

政
治
家
よ
り
も
ひ

ど
い
の
が
最
近
の
テ
レ

ビ
司
会
者
や
リ
ポ
ー
タ

ー
。「
で
は
、
や
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど

と「
～
た
い
と
思
い
ま
す
」

を
頻
発
す
る
。
某
Ｔ
Ｖ
局

の
男
性
リ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

は
朝
の
番
組
で
、
約
10
分

間
に
８
回
も
連
発
し
て
い

た
。「
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
」「
や
り
ま
し
ょ

う
」
な
ど
と
は
決
し

て
言
わ
な
い
。
自
分

の
気
持
ち
を
説
明
す

る
だ
け
だ
。
個
人
に

か
か
わ
る
態
度
表
明

で
あ
る
。
そ
れ
を
み

ん
な
の
意
志
か
の
よ

う
に
話
す
の
は
、
押

し
つ
け
が
ま
し
い
。

無
作
法
と
も
感
じ
ら

れ
る
。
ひ
ね
く
れ
者

の
〝
も
う
ろ
く
じ
じ

い
〟
な
ど
は
「
勝
手

に
や
れ
や
」
と
、
そ

っ
ぽ
を
向
き
た
く
な
る
。

　
「
～
た
い
と
思
い
ま
す
」

は
、
話
し
手
の
意
思
を
示

す
「
た
い
」
に
、
個
人
的

な
意
見
や
判
断
・
推
量
を
述

べ
る
「
思
い
ま
す
」
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ

の
組
み
合
わ
せ
に
違
和
感

が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、

自
分
の
意
思
を
直
接
的
に

述
べ
る
の
で
は
な
く
、「
～

す
る
つ
も
り
で
す
」
と
の

意
味
合
い
で
、
間
接
的
に

伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
謙

虚
さ
を
保
ち
、
相
手
を
尊

重
し
、
円
滑
な
人
間
関
係

を
築
く
と
い
う
日
本
人
特

有
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
イ
ル
が
反
映
さ
れ

て
い
る
、
と
も
思
わ
れ
る
。

　

と
は
言
え
、
自
分
の
行

動
で
は
な
く
気
分
を
語
っ

て
い
る
だ
け
だ
と
受
け
取

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

多
用
す
る
と
、「
責
任
感

が
薄
く
、
優
柔
不
断
な
、

い
い
加
減
な
人
」
と
の
印

象
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
無
責
任
な

人
だ
と
思
わ
れ
な
い
た
め

に
も
「
し
ま
す
」
と
か
「
い

た
し
ま
す
」
と
か
の
断
定

形
で
、
は
っ
き
り
と
意
思

表
示
す
る
の
が
賢
明
で
あ

る
。
特
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

世
界
で
は
基
本
中
の
基
本

だ
、
と
心
得
よ
う
。
イ
ギ

リ
ス
初
の
女
性
首
相
で〝
鉄

の
女
〟
と
呼
ば
れ
た
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
が

「
考
え
は
言
葉
と
な
り
、
言

葉
は
行
動
と
な
り
、
行
動

は
習
慣
と
な
り
、
習
慣
は

人
格
と
な
り
、
人
格
は
運

命
と
な
る
」
と
の
名
言
を

残
し
て
い
る
。

　

心
に
深
く
刻
み
こ
も
う

で
は
な
い
か
。
私
は
「
～

た
い
と
思
い
ま
す
」
の
表

現
は
、「
で
き
る
だ
け
避

け
た
い
と
思
い
ま
す
」。

い
や
、「
絶
対
に
避
け
ま

す
」。

避けたい「～たいと思います」
7

晴耕雨読

生きた証を一冊の本に生きた証証を一冊冊の本に
― 本は著者の分身 ―

自分史を出版しませんか
石
の
墓
標
よ
り

紙
の
墓
標

〝
私
本
〞主
義

　
「
企
業
に
倫
理
を
、
職

場
に
心
を
、家
庭
に
愛
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
経
営
者

が
学
び
実
践
す
る
倫
理
法

人
会
が
全
国
に
広
が
り
、

会
員
企
業
は
７
３
、
０
０

０
社
と
発
展
し
て
い
る
。

そ
の
勢
い
は
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
台
湾
、ア
メ
リ
カ
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
も
拠
点
が
誕

生
。

　

地
元
東
大
阪
市
に
も
東

大
阪
市
倫
理
法
人
会
が
あ

り
、
大
塚
満
会
長
（
44
）

＝
写
真
＝
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
活
発
に

活
動
し
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
に
父
親

（
社
長
）
と
共
に
立
ち

上
げ
た
株
式
会
社
オ
ー

テ
ィ
ー
ロ
ジ
サ
ー
ビ
ス

（
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
）
の
専
務
と
し
て
活

躍
す
る
傍
ら
、
昨
年
９
月

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会
第

11
代
会
長
に
就
任
し
た
。

　

活
動
の
中
心
は
毎
週
金

曜
日
朝
６
時
30
分
～
７
時

30
分
に
開
催
す
る
経
営
者

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
。

経
営
者
が
自
ら
の
倫
理
実

践
を
講
話
し
、
参
加
者
は

そ
れ
を
聞
き
自
ら
の
糧
と

し
て
前
向
き
に
取
り
組

む
。

　

会
場
は
Ｕ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
テ
ル
Ｔ
Ｔ
Ｓ
セ
ン

タ
ー
６
階
を
長
ら
く
使
っ

て
き
た
が
、
４
月
か
ら
は

心
機
一
転
し
大
阪
商
業
大

学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
蒼
天
（
東
大
阪
市
御
厨

栄
町
４
―
１
―
10
）
に
移

る
。
大
学
内
で
開
催
す
る

経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
は
全
国
的
に
み
て
も

珍
し
く
、
よ
り
社
会
に
開

か
れ
た
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。

　

会
員
に
は
中
津
孝
司
大

阪
商
業
大
学
教
授
（
64
）

も
い
る
の
で
、
心
強
い
。

経
営
者
の
「
企
業
」
と
学

生
の
「
起
業
」
が
コ
ラ
ボ

し
〝
喜
業
〟
と
な
れ
ば
、

と
大
塚
会
長
は
目
を
輝
か

せ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
東
大
阪

市
倫
理
法
人
会
事
務
局

（
☎
０
７
０
―
５
５
６
９

―
３
１
０
２
、mitsuru-o@

otlogi.com

）
へ
。

　

寒
さ
の
続
く
２
月
１
日

の
朝
、
近
鉄
河
内
永
和
駅

か
ら
す
ぐ
、
東
大
阪
市
立

市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー

（
東
大
阪
市
高
井
田
元
町

１
―
２
―
13
）
の
一
角
を

覗
く
と
、
軽
快
な
音
楽
と

共
に
楽
し
そ
う
に
何
人
か

が
ダ
ン
ス
に
興
じ
て
い

た
。

　

今
回
の
主
役
は
ダ
ウ
ン

症
の
人
た
ち
。
子
ど
も
だ

け
で
な
く
成
人
を
迎
え
た

人
も
、
保
護
者
が
見
守
る

な
か
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
リ
ー
ド
に
よ
っ

て
、
思
い
思
い
に
身
体
を

動
か
す
。

　

こ
の
場
所
で
毎
週
、
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
Оワ

ン
Ｎ
Ｅ 

Ｔト

ラ

イ

ブ

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
が
開
か
れ
て

い
る
。

　

運
営
し
て
い
る
の
は
タ

グ
ア
ッ
プ
合
同
会
社
（
寝

屋
川
市
打
上
宮
前
町
10

―
17
）。
代
表
は
小お

や
ま
だ

山
田

貴き
い
ち一
さ
ん
（
39
）
だ
。

　

支
援
学
校
の
先
生
か

ら
「
ダ
ン
ス
す
る
場
所
が

な
い
」
と
相
談
を
受
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ダ

ウ
ン
症
の
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
と
出
会
っ
た
小
山
田

さ
ん
。
ラ
ー
メ
ン
店
社
員

か
ら
ダ
ン
ス
教
育
会
社

で
の
勤
務
を
経
て
独
立

し
、
現
在
６
年
目
に
な

る
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
代
表

含
む
計
８
人
で
編
成
。
理

念
は
、
О
ｎ
ｅ 

Ｔ
ｒ
ｉ

ｂ
ｅ
（
１
つ
の
民
族
）。

障
が
い
の
有
無
を
越
え

て
自
己
表
現
の
場
を
つ

く
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

　

指
導
方
針
と
し
て
、
子

ど
も
の
内
発
的
動
機
づ
け

と
主
体
性
を
尊
重
し
、
観

察
・
傾
聴
・
適
切
な
課
題

提
示
・
達
成
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
の
サ
イ
ク
ル
を
重

視
し
て
い
る
。

　

ダ
ウ
ン
症
と
言
っ
て
も

個
々
に
よ
り
程
度
は
違
う

が
、
自
己
表
現
の
で
き
る

場
所
が
限
ら
れ
る
な
か
、

音
楽
と
共
に
自
然
と
身
体

を
動
か
せ
る
ダ
ン
ス
は
貴

重
な
場
所
だ
。
保
護
者
も

我
が
子
の
楽
し
そ
う
な
姿

を
見
な
が
ら
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
た
。
保
護
者
の
１

人
は
「
こ
こ
に
通
っ
て
５

年
以
上
に
な
り
ま
す
」
と

話
し
た
。

　
「
毎
週
、
東
大
阪
で
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

知
名
度
が
低
い
の
で
す
」

と
小
山
田
さ
ん
は
苦
笑
す

る
。
毎
週
の
開
校
拠
点
は

守
口
（
金
）、
大
阪
市
内
・

梅
田
（
土
）、東
大
阪
（
日
）

で
、月
１
回
拠
点
は
芦
屋
・

泉
大
津
・
京
都
と
関
西
一

円
に
広
が
り
、
約
２
０
０

人
の
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も

た
ち
が
通
う
。

　

ス
ク
ー
ル
は
初
心
者
向

け
の
入
門
ク
ラ
ス
か
ら
本

格
的
な
ク
ラ
ス
ま
で
、
生

徒
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て

選
ぶ
こ
と
が
可
能
だ
。
今

は
ダ
ウ
ン
症
が
中
心
だ

が
、
知
的
障
が
い
や
発
達

障
が
い
の
あ
る
人
向
け
を

模
索
中
だ
。

　

毎
週
の
ス
ク
ー
ル
で
の

成
果
を
外
で
披
露
す
る
７

０
０
人
規
模
の
発
表
会

や
、
堺
市
役
所
前
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
出
演
な

ど
、
活
動
の
幅
が
広
い
の

も
特
徴
だ
。

　

広
報
に
つ
い
て
は
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
中
心
だ
が
、
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
今
後
は
各
メ
デ
ィ

ア
で
露
出
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
語
る
小
山
田
さ

ん
。

　

そ
の
原
動
力
は
、
ダ
ウ

ン
症
の
人
た
ち
の
豊
か
な

表
現
力
に
衝
撃
を
受
け
た

こ
と
だ
と
い
う
。

　
「
助
け
る
つ
も
り
が
、

助
け
ら
れ
た
」
と
い
う
体

験
が
、
小
山
田
さ
ん
を
突

き
動
か
す
。

　

ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
を

抱
え
る
家
庭
は
少
な
く
な

い
。そ
ん
な
人
た
ち
の〝
助

け
〟
に
な
る
た
め
に
、
小

山
田
さ
ん
自
身
も
、
事
業

を
通
し
て
自
己
表
現
し
て

い
る
。
特
に
東
大
阪
エ
リ

ア
で
周
知
さ
せ
た
い
と
言

う
。

�

（
根
岸
健
太
郎
）

代表　小山田貴一
寝屋川市打上宮前町10-17
TEL 080-2392-6505

タグアップ合同会社
ONE TRIBE（ワン トライブ）

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル  
ОО

ワ
　ン

ワ
　ンＮ
Ｅ
Ｎ
Ｅ  
ＴＴ

ト
ラ
イ
ブ

ト
ラ
イ
ブ

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ  

毎
週
開
催

毎
週
開
催

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

　

銀
行
口
座 

三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
） ２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

行
す
る
が
、
自
分
に
は
中

国
武
術
は
向
か
な
い
と
判

断
し
方
向
転
換
。
日
本
語

教
師
と
な
る
。
楽
し
く
教

え
て
い
た
が
、
３
カ
月
も

し
な
い
う
ち
に
六
四
天
安

門
事
件
が
起
こ
り
、
帰
国

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。

　

帰
国
後
日
本
語
教
師
と

な
る
も
、
フ
ラ
メ
ン
コ
教

室
の
生
徒
募
集
記
事
を
新

聞
で
見
て
「
や
っ
て
み
た

い
」
と
思
い
教
室
に
通
い

始
め
る
。
日
本
人
の
先
生

は
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た

が
物
足
り
ず
、
本
場
ス
ペ

イ
ン
・
セ
ビ
リ
ア
へ
向
か

う
。

　

本
場
の
フ
ラ
メ
ン
コ
を

見
た
と
き
、
日
本
と
の
あ

ま
り
の
違
い
に
衝
撃
を
受

け
、
こ
こ
で
マ
ス
タ
ー
し

よ
う
と
心
を
決
め
た
。

　

仕
事
は
日
本
語
教
師
と

指
圧
。
こ
れ
な
ら
日
本
人

で
も
で
き
る
と
考
え
、
す

ぐ
に
始
め
る
。
誰
に
も
真

似
で
き
な
い
行
動
力
だ
。

し
か
も
、
こ
と
も
な
げ
に

や
っ
て
の
け
る
。

　

セ
ビ
リ
ア
滞
在
20
年
を

経
て
２
０
２
１
年
10
月
に

帰
国
。
日
本
語
教
師
と
整

体
「
体
と
と
の
う
サ
ロ

ン
和

な
ご
み」
で
生
計
を
立
て
、

フ
ラ
メ
ン
コ
ス
タ
ジ
オ

Ａア

サ

ハ

ー

ル

Ｚ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
で
生
徒
を

教
え
な
が
ら
東
奔
西
走
し

て
い
る
。

　

３
月
15
日
は
ス
タ
ジ

オ
ア
ル
ス
ー
ル
十
三

Ａア

ル

デ

ィ

エ

ン

テ

ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
（
大

阪
市
淀
川
区
十
三
東
３

―
28
―
16
―
Ｂ
１
）、
３

月
21
日
は
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
о

Ｌ
ａ 

Ｃ
ｕ
ｎ
ａ
（
大
阪
市

中
央
区
久
太
郎
町
２
―
３

―
８
―
Ｂ
１
０
７
）
で
の

フ
ラ
メ
ン
コ
シ
ョ
ー
に
出

演
。
前
者
は
株
式
会
社
イ

ベ
リ
ア
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
事

業
部
主
催
で
13
時
開
演
、

チ
ケ
ッ
ト
代
６
、
０
０
０

円
。
後
者
は
Ｔ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ 

Ｆ
ｌ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｃ
о
大
阪

主
催
で
１
部
12
時
30
分
開

演
、２
部
16
時
30
分
開
演
、

各
部
チ
ケ
ッ
ト
代
５
、
０

０
０
円
（
勝
部
さ
ん
は
２

部
の
み
出
演
）。

　

問
い
合
わ
せ
・
予
約
は
勝

部
さ
ん
（
☎
０
８
０
―
４
０

２
１
―
９
１
８
６
）
へ
。

豊
か
な
表
現
力

豊
か
な
表
現
力  

ダ
ウ
ン
症
の
人
た
ち

ダ
ウ
ン
症
の
人
た
ち

で
ド
イ
ツ
語
に
。

　

卒
業
後
は
企
業
の
О

Ｌ
と
な
っ
た
。
無
類
の

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ン

フ
ァ
ン
で
、
自
分
で
も
中

国
武
術
を
習
得
し
た
い
と

い
う
思
い
が
募
り
中
国
へ

渡
る
。
会
社
に
は
短
期
休

暇
を
も
ら
お
う
と
思
っ
た

が
、
断
ら
れ
た
。
そ
こ
で

あ
っ
さ
り
退
職
。

　

西
安
で
３
カ
月
ほ
ど
修

代表　勝部理子
大阪市城東区諏訪２-16-24
TEL 080-4021-9186

フラメンコスタジオ A
ア サ ハ ー ル

ZAHAR
体ととのうサロン 和

なごみ

　

本
場
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ

メ
ン
コ
を
日
本
に
伝
え
る

フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
サ
ー
勝

部
理り

こ子
さ
ん
（
63
）
＝
写

真
＝
の
経
歴
は
変
わ
っ
て

い
る
。
大
阪
で
生
ま
れ

育
っ
た
勝
部
さ
ん
は
〝
外

国
語
〟
を
学
び
た
い
と
い

う
思
い
で
天
理
大
学
外
国

語
学
部
に
進
ん
だ
。
選
ん

だ
言
語
は
ド
イ
ツ
語
。
理

由
は
曖
昧
だ
が
、
消
去
法

東大阪市倫理法人会

４月から大阪商業大学に
経営者モーニングセミナー会場

本
場
ス
ペ
イ
ン
の

本
場
ス
ペ
イ
ン
の

  

フ
ラ
メ
ン
コ
伝
え
る

フ
ラ
メ
ン
コ
伝
え
る

フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
サ
ー

フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
サ
ー  

勝
部
理
子

勝
部
理
子
さ
　
さ
　
　
ん
　
ん

ダンスを楽しみ思い思いに身体を動かす



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和８年３月１日（日）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

八尾市倫理法人会幹事　清水淳史氏「運命を拓く『素直』な即行 ~『どうせ』を捨てて見えた笑顔の景色~」3日  
10日  八尾市倫理法人会副会長　築城由佳氏「ありがとう八尾市倫理法人会　大好きです八尾市倫理法人会」
17日  
 24日  
 31日  

大阪よどがわ倫理法人会幹事　朝日里佳氏「倫理実践で起きた数々の奇跡」
八尾市倫理法人会幹事　美馬功之介氏「心即太陽 ～自ら燃焼し、他を灯す～ 【倫理】×【ほめる達人】が明朗愛和な世界をつくる」
八尾市倫理法人会幹事　山本啄也氏「ピンチをチャンスに変える」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎090-5094-5931

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎090-5094-5931３月の予定

☎072-986-9295

5日  大阪鴻池倫理法人会会員　宮田知明氏「倫理法人会に入会して気づいたこと」
  大阪鴻池倫理法人会会員　西本英樹氏「100日実践『打つ手は無限』」

12日
19日
26日  

倫理研究所研究員　小川太郎氏「自己革新の転換点」
大阪府倫理法人会キャリア委員長　豊田弘政氏「信成万事 “願えば叶う”」
大阪鴻池倫理法人会実行委員　野草寿哉氏「物はこれを生かす人に集まる。～○○は好きですか～」

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ３月の予定

: :6 30～7 30開催。参加費無料。
６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）

☎072-873-1234

13日
27日   

倫理研究所研究員　松本光司氏「学びの効果を上げるコツ」
6日  大阪天王寺区倫理法人会会長　小出道子氏「運命と使命　倫理の学びで気づいたこと」

東大阪市倫理法人会相談役　菅田徹也氏「あのころを振り返ってみて」
東大阪市倫理法人会副会長　松本学氏「記録と記憶と軌跡」

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :6 30～7 30開催。参加費無料。
６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）

☎072-873-1234

毎週金曜日、朝
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター
東大阪市倫理法人会事務局 

毎週金曜日、朝
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター
東大阪市倫理法人会事務局 ３月の予定

☎072-986-9295

毎週木曜日、朝6:30～7:
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 

30開催。参加費無料。30開催。参加費無料。

優
れ
た
こ
と
の
１
つ
は

夢
見
る
こ
と
で
す
。
夢

こ
そ
が
人
間
を
人
間
ら

し
く
し
、
人
生
を
生
き

が
い
の
あ
る
充
実
し
た

幸
せ
な
人
生
に
す
る
も

の
で
す
。
夢
を
追
い
か

け
、
達
成
す
る
こ
と
は

二
重
の
意
味

で
幸
せ
に
し

て
く
れ
ま
す
。

　

第
１
は
夢
見
、
そ
れ

を
追
い
か
け
る
プ
ロ
セ

ス
自
体
が
ワ
ク
ワ
ク
し

て
生
き
が
い
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
過
程
で
少
し
ず
つ

夢
に
向
か
っ
て
日
々
成

功
を
積
み
重
ね
る
こ
と

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
、
今
回
は
私
た

ち
が
幸
せ
な
人
生
を
送

る
上
で
の
「
生
き
方
」

に
つ
い
て
の
続
き
で
、

「
夢
の
あ
る
生
き
方
と

夢
の
な
い
生
き
方
」
に

つ
い
て
の
話
で
す
。

　

夢
は
希
望
・
志
・
目

的
・
目
標
な
ど
と
も
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
に
「
夢
」
と

は
将
来
な
り
た
い
も
の

や
欲
し
い
も
の
な
ど
の

こ
と
で
あ
り
、
様
々
な

広
い
意
味
で
使
わ
れ
、

し
ば
し
ば「
夢
や
希
望
」

と
い
う
よ
う
に
、「
希

望
」
と
同
様
な
も
の
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
志
」
は
一

般
に
世
の
た
め
人
の
た

め
と
い
う
社
会
貢
献
を

す
る
も
の
で
、
少
し
そ

の
達
成
が
難
し
い
場
合

に
使
わ
れ

ま
す
。
夢
・

希
望
・
志
は
抽
象
的
な

も
の
で
す
が
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、

必
ず
そ
の
目
的
・
目
標
・

計
画
に
具
体
的
に
展
開

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

動
物
と
違
っ
て
私
た

ち
人
間
が
で
き
る
最
も

は
、
充
実
し
た
幸
せ
な

人
生
と
し
て
く
れ
ま
す
。

　

と
同
時
に
、
第
２
に

最
終
的
に
夢
を
叶
え
た

場
合
に
は
、
達
成
感
や

充
実
感
が
感
じ
ら
れ
、

幸
せ
な
人
生
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
夢
見

る
人
生
、
夢
を
追
い
か

け
る
人
生
は
そ
れ
だ
け

で
ワ
ク
ワ
ク
し
前
向
き

に
な
れ
幸
せ
で
す
。
ぜ

ひ「
夢
の
あ
る
生
き
方
」

を
実
践
し
、
大
き
な
夢

を
抱
い
て
幸
せ
な
人
生

と
し
ま
し
ょ
う
！

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇
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社
員
が
心
身
と
も
に
健
康

で
あ
れ
ば
、
自
ず
と
職
場

環
境
が
整
う
。そ
の
結
果
、

企
業
力
が
高
ま
り
、
生
産

性
が
上
が
り
、
業
績
向
上

に
直
結
す
る
。「
人
へ
の

投
資
」
が
何
よ
り
も
重
要

だ
と
い
う
。

　

昨
今
ど
の
職
場
で
も
パ

ソ
コ
ン
仕
事
が
増
え
、
肩

こ
り
や
頭
痛
で
悩
む
人
が

多
い
。長
時
間
座
り
続
け
、

腰
痛
で
苦
し
む
人
も
増
え

て
い
る
。
整
体
院
へ
行
き

た
い
と
思
っ
て
も
、
職
場

か
ら
離
れ
る
こ
と
が
ま
ま

な
ら
ず
我
慢
し
て
い
る
と

　

映
画
「
安
楽
死
特
区
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
２

０
１
９
年
に
ブ
ッ
ク
マ
ン

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
長
尾

和
宏
著
「
小
説
『
安
楽
死

特
区
』」
が
原
作
。
医
師

で
あ
る
著
者
が
製
作
総
指

揮
を
執
り
、
高
橋
伴
明
氏

が
監
督
を
務
め
た
。
脚
本

は
丸
山
昇
一
氏
。

　

国
会
で「
安
楽
死
法
案
」

が
可
決
さ
れ
、
国
家
戦
略

特
区
と
し
て
「
ヒ
ト
リ
シ

ズ
カ
」
と
い
う
施
設
が
誕

生
。
若
年
性
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
で
余
命
宣
告
さ
れ
た

ラ
ッ
パ
ー
酒
匂
章
太
郎

（
毎
熊
克
也
氏
）
と
恋
人

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
藤
岡

歩
（
大
西
礼
芳
氏
）
は
安

楽
死
に
反
対
し
て
お
り
、

施
設
の
実
態
を
暴
く
た
め

に
入
所
す
る
。

　

初
め
は
医
師
に
立
ち
向

か
っ
て
い
た
章
太
郎
だ

が
、
病
状
が
悪
化
す
る
に

つ
れ
、
安
楽
死
を
望
む
よ

う
に
な
る
。
そ
ん
な
変
化

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
歩

は
安
楽
死
を
少
し
ず
つ
受

け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
の
帯
に
「
死
に
た

い
、
と
願
う
の
は
エ
ゴ

で
す
か
？
」「
生
き
て
い

て
、
と
望
む
の
は
愛
で
す

か
？
」
と
あ
る
。
こ
の
映

画
の
テ
ー
マ
は
ま
さ
に
こ

れ
だ
。

　

２
月
６
日
、
第
七
藝
術

劇
場
（
大
阪
市
淀
川
区
十

三
本
町
１
）で
の
上
映
後
、

長
尾
和
宏
氏
が
舞
台
挨
拶

を
行
っ
た
。
欧
米
で
は
安

楽
死
を
認
め
て
い
る
国
が

多
い
が
、
日
本
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
個
人
主
義
が

確
立
さ
れ
て
い
る
国
と
家

族
制
度
が
根
付
い
て
い
る

国
の
差
だ
と
説
明
。

　

こ
の
映
画
は
安
楽
死
の

賛
否
を
問
う
も
の
で
は
な

く
、
死
生
観
と
向
き
合
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
と

話
を
結
ん
だ
。

上
を
施
術
し
て
お
り
、
安

心
で
き
る
施
術
者
だ
。
１

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、

そ
の
人
に
合
っ
た
施
術
を

行
う
の
で
、
老
若
男
女
に

喜
ば
れ
て
い
る
。

　

企
業
の
宝
は
社
員
だ
。

　
「
あ
き
ら
め
な
い
整
体
」

と
し
て
地
域
で
頼
ら
れ
て

い
る
大
和
整
体
院
の
提
供

す
る
「
福
利
厚
生
整
体
」

が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

中
川
大
和
院
長
（
49
）
＝

写
真
＝
は
延
べ
３
万
人
以

い
う
声
を
よ
く
聞
く
。

　

そ
ん
な〝
お
困
り
ご
と
〞

を
聞
き
、
中
川
院
長
は
少

し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と

職
場
を
訪
問
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
会
議
室
や

休
憩
室
の
一
角
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
曜
日
や
時

間
帯
な
ど
柔
軟
に
対
応
。

ベ
ッ
ド
や
タ
オ
ル
等
の
備

品
は
す
べ
て
同
院
が
用
意

す
る
の
で
、
準
備
は
ま
っ

た
く
不
要
だ
。

　

な
お
、
気
に
な
る
費
用

だ
が
、
１
時
間
９
、
０
０

０
円
（
税
別
）。
職
場
に

来
て
も
ら
え
、
準
備
の
手

間
が
要
ら
ず
、
そ
の
上

時
間
帯
を
選
べ
る
の
で
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
。

　
「
効
果
抜
群
で
び
っ
く

り
、作
業
が
楽
で
す
」「
肩

が
楽
に
な
っ
て
嬉
し
い
で

す
」「
施
術
後
ウ
ソ
の
よ

う
に
腰
が
軽
く
な
っ
て
と

て
も
助
か
り
ま
し
た
」
な

ど
、
導
入
し
た
職
場
の
社

員
は
大
喜
び
。

　

只
今
、
初
回
限
定
で
半

額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

だ
。
こ
の
機
会
を
逃
す
の

は
も
っ
た
い
な
い
。
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電
気
が
来
た
の
で
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
ミ
ラ

ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
模
様
が

流
れ
た
。
戦
争
中
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に

オ
リ
ガ
も
ナ
タ
リ
ア
も
興
味
が
な
い
よ
う
で
、
横

目
で
チ
ラ
ッ
と
見
る
だ
け
だ
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
選
手
失
格
―
。

　

女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
張
り
詰
め
た
声
が
流
れ

た
途
端
、２
人
は
同
時
に
テ
レ
ビ
へ
目
を
向
け
た
。

　

ス
ケ
ル
ト
ン
男
子
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
、
ウ
ラ

ジ
ス
ラ
フ
・
ヘ
ラ
ス
ケ
ビ
ッ
チ
選
手
が
失
格
処
分

と
な
っ
た
。
理
由
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
。
ロ
シ
ア
に
よ

る
侵
攻
で
犠
牲
に
な
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト
を
追
悼
す

る
た
め
、
彼
ら
の
肖
像
画
を
描
い
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
よ
う
と
し
た
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｉ
О
Ｃ
）
は
、
デ
モ
や
政
治
的
、
宗
教
的
、

人
種
的
な
宣
伝
活
動
を
禁
じ
た
五
輪
憲
章
に
基
づ

く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
違
反
し
た
と
す
る
。

　

オ
リ
ガ
は
怒
り
に
震
え
立
ち
上
が
っ
た
。

　
「
選
手
や
コ
ー
チ
約

６
５
０
人
が
命
を
落

と
し
た
の
に
」

　

ナ
タ
リ
ア
も
立
ち

上
が
ろ
う
と
し
た
が
、

オ
リ
ガ
の
勢
い
に
押

さ
れ
て
動
け
な
い
。

　

男
性
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
が
波
紋
の
広
が
り

を
伝
え
る
。

　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
は
Ｘ
（
旧
ツ
イ

ッ
タ
ー
）
で
「
五
輪

は
戦
争
を
止
め
る
助

け
と
な
る
べ
き
で
、
こ
れ
で
は
侵
略
者
の
思
う
つ

ぼ
だ
」
と
非
難
。
ラ
ト
ビ
ア
の
リ
ン
ケ
ー
ビ
ッ
チ

大
統
領
や
エ
ス
ト
ニ
ア
の
ツ
ア
フ
ク
ナ
外
相
も
Ｉ

О
Ｃ
の
過
ち
を
Ｘ
に
投
稿
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
応

援
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。

　
「
も
う
国
際
機
関
は
信
用
な
ら
な
い
」

　

オ
リ
ガ
の
憤
り
は
ど
う
に
も
治
ま
ら
な
い
。

　

２
月
17
日
と
18
日
の
２
日
間
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
の

代
表
団
に
よ
る
第
３
回
三
者
協
議
が
開
催
さ
れ

た
。
ロ
シ
ア
代
表
団
を
率
い
る
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・

メ
ジ
ン
ス
キ
ー
氏
は
「
困
難
だ
っ
た
が
、
実
務
的

で
あ
っ
た
」
と
澄
ま
し
顔
。
平
行
線
の
ま
ま
だ
。

　

ナ
タ
リ
ア
は
う
な
ず
き
な
が
ら
同
調
す
る
。

　
「
結
局
、
ロ
シ
ア
は
交
渉
を
長
引
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
だ
け
だ
わ
」

　

プ
ー
チ
ン
は
侵
略
戦
争
を
や
め
る
気
な
ど
毛
頭

な
い
。
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
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ウクライナ選手失格

ウクライナ

　

３
月
を
迎
え
た
。
振
り
返
れ
ば
今

冬
は
、
近
年
の
中
で
も
「
冬
ら
し
い

寒
さ
」
が
身
に
堪
え
た
冬
だ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
寒
い
ほ
ど
鍋
や
カ
イ
ロ

が
売
れ
、
湯
気
の
立
つ
食
卓
や
熱
い

風
呂
に
、
ふ
っ
と
幸
せ
を
感
じ
て
財

布
の
紐
が
緩
ん
だ
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
だ
が
家
計
に
は
逆
風
だ
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
６
年
１
月
〜
４
月
に
値
上
げ

予
定
の
飲
食
料
品
は
３
、
５
９
３
品

目
。
賃
上
げ
に
も
期
待
だ
が
、
必
要

と
さ
れ
る
の
は
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

（
お
金
の
流
れ
を
読
む
力
）。
値
上
げ

を
嘆
く
だ
け
で
な
く
、
伸
び
る
企
業

に
投
資
し
て
同
じ
流
れ
に
乗
る
。

　

と
は
い
え
「
ま
と
ま
っ
た
お
金
が

な
い
」
と
感
じ
る
人
も
多
い
。
国
も

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）

を
拡
充
し
て
お
り
、会
食
１
回
分（
５

千
〜
１
万
円
）
か
ら
積
立
で
始
め
ら

れ
る
。
こ
の
機
会
に
家
計
の
見
直
し

も
含
め
、
非
課
税
の
枠
を
味
方
に
、

小
さ
く
始
め
て
は
い
か
が
か
。

新連載

非課税の枠を味方に
ファイナンシャルプランナー 上原 倖

1

舞台挨拶で会場からの質問に答える長尾和宏氏

映 画

安
楽
死

特
　
区

死
に
た
い
、と
願
う
の
は
エ
ゴ
で
す
か
？

生
き
て
い
て
、と
望
む
の
は
愛
で
す
か
？

に
気
付
き
な
が
ら
も
、
本

心
を
隠
し
男
性
歌
手
と
し

て
活
動
。
平
成
21
年
（
２

０
０
９
年
）、
自
身
の
作
品

へ
の
反
響
を
機
に
カ
ミ
ン

グ
ア
ウ
ト
し
、
現
在
は
一
般

社
団
法
人
Ｌ
Ｇ
Ｂ
・
Ｔ
の

代
表
理
事
と
し
て
、
ま
た

「
生
命
へ
の
畏
敬
」
を
理
念

に
医
療
・
福
祉
・
最
先
端

技
術
開
発
に
携
わ
る
企
業

家
ら
で
構
成
さ
れ
る
М
Ｅ

Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際

推
進
機
構
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
支
援
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

身
体
は
女
性
、
心
は
男

性
と
し
て
育
っ
た
堀
川
さ

ん
は
、
戦
争
や
紛
争
で
、

何
の
罪
も
な
い
子
ど
も
た

そ
し
て
八
尾
市
で
ロ
ケ
が

行
わ
れ
た
令
和
５
年
（
２

０
２
３
年
）
の
映
画
「
恋

は
パ
ン
と
ミ
ル
ク
の
ほ
と

り
」
で
は
監
督
・
脚
本
・

主
演
と
大
活
躍
し
た
長
崎

さ
ん
は
、
小
学
２
年
か
ら

身
体
は
男
性
、
心
は
女
性

と
い
う
「
性
同
一
性
障
害
」

　
「
八
尾
北
高
校
の
み
な

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
」
で

は
じ
ま
る
動
画
。
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
る

の
は
、
長
崎
ア
ン
ナ
さ

ん
（
45
）
と
堀
川
歩
さ
ん

（
35
）。

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
・
女
優
・
モ
デ
ル
、

ち
が
対
人
地
雷
で
死
傷
す

る
の
を
見
て
、
高
校
卒
業

後
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
。

し
か
し
、
女
性
自
衛
官
は

地
雷
除
去
の
実
務
に
就
け

な
い
と
い
う
現
実
を
突
き

つ
け
ら
れ
、
任
期
満
了
後

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
で
世
界

中
を
見
聞
。
現
在
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
を
は
じ
め
と
す

る
目
に
見
え
な
い
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
び

と
が
、
明
る
く
、
楽
し

く
、
自
分
ら
し
く
働
け
る

社
会
を
創
造
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
株
式

会
社
ア
カ
ル
ク
の
代
表
取

締
役
を
務
め
る
。

　

約
37
分
間
の
映
像
で

は
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
し
て
育
っ
た
２

人
が
、「
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
基
礎
知
識
」
に

始
ま
り
、「
自
分
の
体
の

性
と
心
の
性
の
違
和
感
に

気
づ
い
た
瞬
間
」「
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
（
伝
え
る
勇

気
と
受
け
入
れ
る
姿
勢
）」

「
学
校
で
起
き
た
具
体
的

な
『
困
っ
た
』
事
例
」「
将

来
に
向
か
っ
て
の
体
験

談
」
に
つ
い
て
当
事
者
の

目
線
で
対
談
し
て
い
る
。

　

動
画
制
作
を
依
頼
し

た
、
同
校
の
山
口
勝
久
校

長
（
53
）
は
次
の
よ
う
に

話
す
。

　
「
公
共
放
送
な
ど
で
広

く
使
わ
れ
て
い
る
映
像
で

は
な
く
、
本
校
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
も
の
を
制
作
す
る
こ

と
で
、
６
４
８
人
（
う
ち

外
国
籍
59
人
）
の
生
徒

が
〝
自
分
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〞
と
捉
え
て
く
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
誰

に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に

い
る
当
事
者
生
徒
に
対
し

て
は
『
い
つ
で
も
相
談
し

て
』『
学
校
は
排
除
し
な

い
』
と
い
う
姿
勢
を
、
ま

た
友
人
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

か
ら
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を

受
け
た
生
徒
に
対
し
て
は

『
ど
う
ふ
る
ま
う
か
』
を

伝
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
動
画
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て〝
知
る
〞

〝
理
解
す
る
〞
そ
し
て
〝
行

動
す
る
〞
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

平
等
に
学
び
、
成
長
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
「
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
教
育
」
が
提

唱
さ
れ
て
５
年
。
少
子
化
が

進
む
学
校
教
育
の
現
場
で

は
、
近
年
、
外
国
籍
を
は
じ

め
と
す
る
多
様
な
児
童
・
生

徒
が
増
え
続
け
て
い
る
。

　

昭
和
58
年
（
１
９
８
３
年
）

開
校
の
大
阪
府
立
八
尾
北
高

等
学
校
（
八
尾
市
萱
振
町
７

―
42
）
で
は
、
約
１
４
０
も

の
科
目
を
生
徒
自
ら
が
選
択

し
て
受
講
で
き
る
「
総
合
学

科
」
を
軸
に
、
中
国
・
ベ
ト

ナ
ム
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ス
リ
ラ
ン
カ
・

ブ
ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
外
国
籍

の
生
徒
を
受
け
入
れ
、
日
本

語
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
環
境

を
整
備
。
ま
た
、
開
校
以
来

力
を
注
い
で
き
た
「
人
権
教

育
」
に
お
い
て
は
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
性
を
知
る
学
習

を
進
め
て
い
る
。（
三
谷
真
一
）

大阪府立八尾北高等学校の正門

当事者の目線で対談する堀川歩さん（左）と長崎アンナさん

性的マイノリティーについて
〝知る〟〝理解する〟そして〝行動する〟

大阪府立八尾北高等学校

院長　中川大和
八尾市刑部1-128
TEL 072-923-4970

大和整体院

導 入 事 例 紹 介
10人

20分～50分

3人

60分

16人

30分

8人

60分

大
和
整
体
院　

院
長　

中
川
大
和
さ　
　

ん

福
利
厚
生
整
体

効
果
抜
群
で
社
員
が
大
喜
び


